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弊社では、数年前よりリスクコンサルティング業務の締結している法人のお客
様と、効率的な管理者のリスクマネジメント教育の方策を模索してまいりました。
それまでは、深刻な家族トラブルなどが発生する度に、管理者を集めて２時間程
度の研修を行っていましたが、業務多忙を極める管理者を集めることは非効率的
で効果も限られます。
そもそも、リスクマネジメントの管理者・職員教育は、時間をかけて一つの課

題を学習することは重要ではありません。たくさんの事例に基づく課題解決の処
方箋が常に身近にあり、すぐに引き出して現場で活用できることが重要なのです。
このような継続的な現場の活動によって、管理者も職員も頭の中に課題解決の引
き出しがたくさんできてくるのです。
そこで弊社では、代表山田のセミナー動画や音声を施設でダウンロードしたり、

事例に基づくニュースや雑誌のコラム原稿などを、いつでも取り出して使える
サービスを提供することにしました。また、法人全体での管理者・職員教育と情
報共有のために、本システムの導入を提案いたします。コンサルティング業務の
ご契約をいただいている法人様は、本サービスの利用は無料で利用できます。

パソコンでリスクマネジメントセミナーを見られる

現場で役立つ課題解決処方箋がいつでも取せる



介護リスクマネジメント・ライブラリの活用方法
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介護リスクマネジメント
・ライブラリ

◍リスクマネジメントニュース
◍事故トラブル対策ニュース
◍クレーム対応ニュース
◍コラム原稿
◍セミナー画像
◍セミナー音声

管理者自身
の学習

研修・指導
打合せ・ＯＪＴ

介護リスクマネジメント・ライブラリは、株式会社安全な介護と業務
委託契約を締結している法人に無料で提供される管理者向けサービス
です。ドロップボックスというストレージサービスを使って、職員向
けのニュースをダウンロードしたり、セミナーの音声や画像をいつで
も見たり聞いたりすることができるサービスです。法人本部スタッフ
や施設管理者の方は、最新のセミナーコンテンツを学習できますし、
トラブルが発生した時など、解決のヒントを導き出すことができます。



事例から学ぶニュースの活用
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🏁現場で使える課題解決処方箋がいつでも取りだして使える

１．リスクマネジメントニュース：現場の事故防止の知恵が満載
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２．事故トラブル対策ニュース：事故後の家族トラブル防止の処方箋



5

３．◍クレーム対応ニュース：相談員必携のクレーム対応の処方箋



リスクマネジメントコラムが読める
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🏁管理者必読の職員マネジメントのヒント満載

介護と福祉のリスクコンサルタント山田滋が、雑誌などの連載や寄稿
などで、執筆したコラム原稿を取り出して読むことができます。経営
者や管理者のお役に立つ、介護現場の事故防止活動のヒントがたくさ
ん詰まっています。

介護リスクマネジメント
ライブラリ



リスクマネジメントセミナーが聞ける
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🏁山田滋が語るセミナー音声をいつでもどこでも聞ける

山田滋の介護リスクマネジメント・セミナーの録音音声をパソコンに
ダウンロードして聞くことができます。忙しい管理者ですから、聞き
たいセミナーがあってもなかなか参加できません。介護リスクマネジ
メント・ライブラリを活用すれば、毎日の通勤電車の中で少しずつ聞
くこともできます。

介護リスクマネジメント
ライブラリ



リスクマネジメントセミナーを見られる
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🏁山田滋が語る最新セミナーをみんなで見られる

施設内研修会でも全ての職員が参加するのは絶対に無理。でも、介護
リスクマネジメント・ライブラリを活用すれば、全ての職員が同じセ
ミナーを聞くことができます。

介護リスクマネジメント
ライブラリ

最新のリスクマネジメント
セミナー

身体拘束しないで事故を防ぐ方法
家族からのヘビークレームの対応策
新しい転倒骨折事故の防止対策

・
・
・



介護リスクマネジメント・ライブラリ
導入の手続き
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■登録・利用の手順

１）利用申込み

法人本部に本サービスの利用を管理する管理担当者を決めていただきます。管理担当者より弊社に申込書を送付いただきま
す。申込時に申込書のサービス利用者欄に本サービスを利用する職員のＰＣとメールアドレスをご記入ください。

２）サービス登録の手続き

■管理担当者の登録

申込書を送付いただきましたら、弊社で管理担当者のＰＣのメールアドレスを、ドロップボックスのライブラリに閲覧者と
して登録します。ライブラリにメールアドレスが登録されると、パソコンにドロップボックスから登録案内（招待状）が届
きます。管理担当者は登録案内（招待状）に従って、ドロップボックスにアクセスしてライブラリに登録手続きをして下さ
い。管理担当者がＰＣでドロップボックスのライブラリにアクセスして、動作状況を確認して下さい。動作状況に不具合が
ありましたら、ご相談下さい。

■サービス利用者全員を登録

管理担当者にライブラリの利用確認をいただいたら、管理者より弊社担当者あてに動作状況の確認が終了したことをご連絡
下さい。管理者のご連絡の後にサービス利用者全員のメールアドレスを、ドロップボックスに閲覧者として登録します。申
し訳ありませんが、管理者より各職員のアクセス状況と動作状況について確認して下さい。

※サービス利用者からのドロップボックスの動作に関するお問い合わせは、全て管理者を通してお願いいたします。

３）サービス利用者の追加

登録する方のメールアドレスは随時追加登録が可能です。管理者は追加する利用申込書に追加する職員の氏名などを記入し
て、弊社担当者あてに送付して下さい。

■安全な介護リスクマネジメント・ライブラリ担当者

森 祐子 テクニカル・ディレクター

澤田 公子 テクニカル・アシスタント

TEL：TEL:03-5995-2275 FAX:03-5986-1776

Mail：soudan@nanasha.co.jp


